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こぼれ話　　

　東京都出身。都立西高校を経て、国際基督教大学教養学部卒業。出版社勤務の
後、フリーのライター・コラムニスト・編集者として、サブカルチャー、女子カルチャー、
グルメなど、雑誌やウェブに多くの連載を持つ。著書に『ソロ活女子のススメ』（大和書房）、
『「ぼっち」の歩き方』（PHP研究所）、『ひとりっ子の頭ん中』（KADOKAWA）。『ソロ活女子
のススメ』は2021年にテレビドラマ化され、25年にはそのシーズン5が放送された。居酒屋
専門家としての顔もあり、『二軒目どうする？』（テレビ東京系）にも17年から出演中。
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いから、だいぶ稼げるようになりました。

奥田　すごく営業した、とかではないですよね。

朝井　そうですね。私の場合は、過去のつながり

から仕事に結びついたことが多かったですね。また、

企業のWebサイトやSNSが本格的に広がり始めた

時期であったことが幸いしました。たとえ原稿料が

安くても、ネットで拡散すれば知名度が上がって

次の仕事につながりますから。

奥田　原稿を書くときに、心掛けていることはあり

ますか。

朝井　こだわりを持つこと、納得いくまで考えて書

くこと、あとは、自分が本当に思っていることを書

くこと、などですね。

奥田　こだわりというのは、どんなことですか。

朝井　例えば、クスっと笑えるポイントを必ず1カ

所はつくるといったことですね。

奥田　自分の中が空っぽになって、もう書けないと

いう感覚に陥ったことはありますか。

朝井　エッセイのように自我を出す文章の場合は、

そうしたことがありますね。だから、普段から常に

思考をめぐらせて、自分の中にさまざまな思いを満

たしておかなければならないわけですね。

奥田　朝井さんは、「ソロ活の第一人者」と言われ

ていますが、それについてはどう思われますか。

朝井　「ソロ活」を初めてコンテンツ化したからそ

う言われるのでしょうが、「第一人者」になろうとし

てやったわけではないので、そのことについての思

いはあまりありません。

奥田　でも、ネガティブに捉えられがちな「一人」

にスポットを当てたのは、まれなことではないでし

ょうか。

朝井　以前、上野千鶴子さんが「おひとりさま」と

いう概念を社会学的な見地から提唱されましたが、

そうした概念が時代を超え、言葉を変えて「ソロ活」

というコンテンツになったとも言えると思います。

奥田　『ソロ活女子のススメ』がドラマ化されて、

何か変化はありましたか。

朝井　この作品は、Webでの連載が単行本化され

て、それがさらにテレビドラマ化されたわけですが、

Webや本に比べてとても反響が大きく、たくさんの

感想をもらえました。

奥田　ドラマ化されたことで、ご自身の知名度も

高まったと思うのですが、そういう状況を望んでい

ましたか。

朝井　「知名度が高まった」というほど高まりはし

てないですが、望んでいたかどうかで言えば、望

んではいました。そのほうができることが広がりま

すし、父親もそういう仕事をしているので抵抗感は

ありませんでした。知名度が上がればもっといろい

ろな仕事が入るようになり、いろいろな体験がで

きるはずです。いろいろな体験と言っても、銀行

の窓口に座るのは向いていないと思いますが（笑）、

エンタメに関することなら何でもやりたいですね。

奥田　将来的に、ご自身はどうありたいと思います

か。

朝井　テキストコンテンツの時代は終わり、動画

コンテンツに移行しているのが今の状況だと思いま

す。それは、私たちより下の世代が文章を読まな

いように感じることからも明らかですし、出版社の

体力もどんどん落ちてきています。でも、書きたい

ことを書くのは止めたくありません。

　この状況の希望となり得ると思っているのが、こ

こ最近「文学フリマ」が盛り上がっていることです。

学級新聞のようなペラペラのものからきちんと製本

したものまでさまざまですが、自分たちがつくった

本を売っており、中には書店に置かれるものも出て

きているんです。

奥田　本をめぐる環境も、大きく変わってきている

のですね。

朝井　そんな中、私はテキスト以外の表現方法も

同時に模索していて、青森に住む元編集者の書店

主と一緒に、ラジオアプリを使った音声コンテンツ

を週一回更新しているんです。その書店はセレクト

ショップのような形態で営業しているのですが、自

分のレーベルで出版する構想を持っており、その

人と一緒に、自分たちでゼロから作った本作りを

今まさにしているところです。文学フリマでも、そ

の本を売るつもりでいます。

奥田　既存のシステムに乗るのではなく、新しい

流れをつくり出そうとされているのですね。

朝井　そうですね。これからはミニマムに細く長く

売り続けられるかたちにシフトしていくべきだと考

えています。出版業界の未来は明るくはないものの、

本はなくならないと思うからです。

奥田　これからの新しいチャレンジ、楽しみにして

おります。
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　リュックを背負い、大きなバッグを持って現れた朝
井麻由美さん。少し緊張しているようなご様子。初
めにお気に入りの品をご紹介いただくと、みるみる表
情が明るくなる。持ってきていただいた大量のコレク
ションをバッグの中から取り出していくと、たちまち
テーブルの上はカラフルでかわいらしいグッズでいっ
ぱいになった。
　見たことがある商品が、消しゴムやキーホルダーな
どに姿を変えていて、なんともかわいらしい。集めた
くなるのがとても良く分かる。実際に、消しゴムでで
きたミニチュアのお弁当や食べ物など、私も持ってい
るものがいくつかあった。幼少期から好きだったそう
だが、ずっと変わらず集めていて、大人買いできるよ
うになってさらに増えているのだそう。
　どこで買っているのか聞くと、「なんか出会うんで
すよね」と朝井さん。特定のところはないそうだが、
いつも気にしているからか朝井さんのアンテナに引っ
かかるようで、さまざまなところで出会ったら買うと
いうスタイル。そのときの発見、まさに出会いを想像
すると楽しそうだし、ときめく感じがする。
　手に取って眺めてはクスっと笑ってしまうような、
遊び心が詰まったグッズばかり。朝井さんが「すでに
ある商品が、別のものに変わっているようなもの」と
おっしゃっていたとおり、これらのコレクションを総
称するのがともても難しい。でも、それぞれに共通し

て感じるのは、リアリティの中にある茶目っ気だ。「文
章の中に笑えるポイントを必ずつくる」とおっしゃっ
ていた朝井さんの価値観と似ている気がしている。笑
いで押し通さない、あくまで「クスっと」がポイント
のようだ。
　「テキストコンテンツの時代は終わり」と多くの文
章を書いてきた朝井さんがおっしゃる言葉は重い。で
も朝井さんは、新たな表現に目を輝かせる。新しい仕
組みをつくり、その中で本当につくりたいものをつく
り、届けようとしている。その過程を模索しながらも
楽しんでおられる。
　コンテンツも届け方も、全てデザインして新しい価
値を届けようとしている朝井さんの活動に、とてもわ
くわくする。ユニークな視点と発想で、結果的に再び
何かの「第一人者」になるような気がしている。�
� （奥田芳恵）

時代を超えて
コンテンツ化された「ソロ活」


